今まで、 文化と いふ 言葉が 用 ひられる 場合 は、 大抵 

前述の やうな 意味で、 文化的で あると か、 或は また 文 

化 性が あると かいふ 風に 使 はれて 来たと 思 ひます。 こ 

れが 抑々 文化と いふ ことが 誤られる 第 一 歩で あると 思 

ひます。 ところが、 一方に おいて 日本 伝来の 文化と い 

ふ ものが ある。 日本の 大昔から 伝 はって きた 文化と い 

ふ もの は、 日本の 過去の 非常に 豊かな 優れた 文化で あ 

ると いはれ てゐ るので あります から、 前に 申しました 

やうに、 文化と いふ 意味に は 西洋風で あると いふ こと 

がー つ 含まれて ゐ ると 思 ふの は 誤りで あると 考 へます _ 



さう いふ 意味の 誤り を、 こ、 でよ く考へ 直して みます 

と、 結局 かう いふ 結論になる のです。 

文化と いふ もの ゝ 内容 は、 西洋 的で あると か、 或は 

便利で あると か、 芸術的で あると か、 さう いふ やうな 

内容の 分け 方で は 面白くない のであって、 もっと 分析 

して 考 へて みると 三 つ の 要素が あるので あります。 

一 つ は 倫理 性 (道徳 性)、 それから 科学 性、 もう 一 つ 

は 趣味 性 または 芸術 性と、 この 三つの ものが バラ バラ 

にある ので はなく、 それが 揮 然と 融け 合って 文化と い 

ふ もの を 形づくって ゐ るので、 三つの 要素の 何れ か y 

欠けて ゐ ると、 その 文化 は 健全な 文化と はい はれませ 



ん。 或は また、 それらの 要素に は 高い 低い があります。 

同じ 倫理 性と いっても、 高い 倫理 性と、 低い 倫理 性と 

があります。 た y 倫理 性が あると いふ だけで、 文化の 

優秀 を 誇る こと はでき ません。 その 各々 が 高い 標準に 

あると いふ ことが 必要であります。 この 三つの 要素の 

水準と いふ こと を考 へる と、 はじめて こ、 に 文化と い 

ふ もの、 標準、 正体が 摑め るので はない かと 思 ひます。 

文化の 水準 

二三 日 前、 私の 宅で、 近所の 菓子屋 さんから 菓子 を 



買って、 お茶の 時間に 食べた のであります が、 皿に 乗 

つて ゐる その 菓子 を 見て、 私 は 思 はず 噴き出し たので 

す。 非常に を かしな お菓子な のです。 今までに 見た こ 

ともありません。 

なぜ を かしい かとい ふと、 かう いふ 風に 出来て をり 

ました。 お菓子の 中 は 白い うづら 豆と いふので すか I 

I あの 豆 を 煮て、 それ を 潰した 餡で、 実に 砂糖 気の 少 

い 甘つ 気のない ものです が、 その なかには 確かに 芋が 

混って ゐ るので す。 それ を 四角に 斿 へて、 濃い 餡の な 

かに 突 込んで、 それ を 引上げて 晒す と、 その 餡が 冷え 

てく つつく のです から、 いは ゾ 羊羹の メ ツキなん です • 



色と いひ 形と いひ、 いかにも 羊羹 を 切った やうに 見 

せかけ てあります。 中 は 勿論 羊羹の 味 はしない。 この 

形が 一 見 を かしい と 同様に 食べ てう まくありません。 

それで、 このお 菓子の 文化 性と いふ もの を考 へて みま 

した。 このお 菓子が 何 かしら 日本の 現代 文化と いふ も 

の を、 それとなく 現して ゐる やうに 考 へたので す。 と 

いふの は、 このお 菓子が、 偶々 羊羹に 見せかけて ある、 

さう して 買 ふ 人の 購買 心 を 唆る とい ふ、 余リ ほめる こ 

とので きない 心理が そのお 菓子の なかから 感じ取られ 

ま ^9 

先づ 第一 に、 見た目に 美しくな いので 芸術 性 を 欠い 



だお 菓子です。 それから 菓子屋が それ を 作る 場合、 羊 

羹に 見せかけようと いふ 気持で 作った ことが、 はっき 

りと わかる お菓子であります。 これ は、 さう いふ 意味 

で 非常に 倫理 性 (道徳 性) の 低い お菓子であります。 

それだけの 材料 を 使へば、 もっと 味 もよ く、 また 洗煉 

された お菓子が 出来さう に 思へ るので すが、 非常に 粗 

雑な のです。 それで、 これ は 少し こじつけになります 

が、 もう 少し 工夫 を すれば、 立派な お菓子が 出来る だ 

らうと いふので 科学 性がない。 即ち どう 見ても 文化 性 

の 水準の 低い ものと 考 へられます。 

かう いふ 虱に、 いろいろ とその 現象 を 見て ま ゐりま 



化 的 水準と いふ ものが 現 はれて ゐる ものです。 政治- 

外交 はもと ょリ、 軍事 も 経済 も、 やはり 国民の 文化 能 

力と いふ もの ゝ 発揮に 外ならぬと 思 ひます。 (昭和 十 

六 年 六月) 
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